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れていたことは『通典』の記述によって確認される。『通典』は 766 年から 801 年にかけて編纂され
                                                   
1 (唐)李延寿撰『北史』(中華書局、1974 年)。 




































                                                   
2 (唐)杜佑撰『通典』(中華書局、1988 年)。 







































































   
                                                   
13 (北宋)陳晹『楽書』巻第一百八十六・楽図論・俗部。国会図書館所蔵宋刊本を参照。 
14 (漢)許慎『説文解字』(叢書集成初編、中華書局、1985 年)P421。 
15 広東広西湖南河南辞源修訂組編『辞源』(商務印書館、1980 年)P1194、羅竹風主編『漢語大詞典 第 5 巻』(漢
語大詞典出版社、1990 年)P252、王力主編『古漢語字典』(中華書局、2000 年)P344 による。 
16 「戯曲謂以歌舞演故事也」。王国維「戯曲考源」『王国維文集 第 1 巻』(中国文史出版社、1997 年)P425。 
17『欽定全唐文』巻二七九に収録される。碑文によると、則天武后が宴を開いた時、皇族の子供たちが披露した
芸能の中に「蘭陵王」が入っていたことはわかる。 
18 中華書局編輯部点校『全唐詩 増訂本』(中華書局、1999 年)巻 511 に収録。 
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  囀三度。昔七度アリケレドモ、今世ニハモチヰズ。(中略)狛光時之流外、 
他舞人不知之。 
  其詞云。 
  一説云、吾罰胡人。古見如来。我国守護。翻日為楽。 
  一説、我等胡人。許還城楽。石於踏泥ノ如。第二度。光則説。当時用之。 












                                                   
23 中原とは中国古代文化の中心で、漢民族発展の根拠となった地域、黄河中下流域の平原を指す。中原文化は中
原地域を基礎とする物質文化と精神文化の総称として捉えられる。 
24 歌詞：敕勒川陰山下 天似穹廬籠蓋四野 天蒼蒼野茫茫 風吹草低見牛羊 




































                                                   
26 『東大寺要録』(全国書房、1944 年)巻二の記述による。なお、婆羅門僧正たる菩提遷那に関する記述が『続
日本紀』聖武天皇・天平八年十月の条にみられ、婆羅門僧正は実在人物とみなされる。 
























                                                   










応和三年 左 春鶯囀 万歳楽 秦王 玉樹 散手 喜春楽 太平楽 陵王  
     右 古鳥蘇 新鳥蘇 狛桙 綾切 帰徳 地久  酣酔楽 納蘇利 
永保三年 左 万歳楽 蘇合香 散手 太平楽 打毬楽 陵王  
     右 地久  新鳥蘇 帰徳 林哥  狛桙 納蘇利 
 (中略) 
大治五年 左 万歳楽 陵王  
     右 地久  納蘇利 
長承四年 左 万歳楽 春鶯囀 散手 抜頭  陵王  










康平三年 左 春鶯囀 青海波 採桑老 陵王  
     右 新鳥蘇 狛桙  新靺鞨 納蘇利 
寛治二年 左 万歳楽 蘇合 陵王 
     右 地久  林哥 納蘇利 
(中略) 
永久四年 左 賀殿 春鶯囀 抜頭 還城楽 
     右 狛桙 新鳥蘇 新靺鞨 琨崘 
長承四年 左 万歳楽 春鶯囀 胡飲酒 抜頭 打毬楽 散手 陵王   












承平六年 召合 左 抜頭 
   右 
抜出 左 蘇合  万歳楽 万秋楽 散手 太平楽 陵王  猿楽 
        右 古鳥蘇 綾切  敷手  貴徳 新靺鞨 納蘇利 桔梗 
(中略) 
寛弘三年 召合 左 抜頭 
        右 納蘇利 
     抜出 左 蘇合 万歳楽 散手 還城楽 猿楽 







『舞楽要録』の記述によると、延長六年(928)から保元三年(1158 年)まで行われた 19 回のうち、「抜






一方、「蘭陵王」の演奏は 4 回であったが、その 4 回はすべて抜出に用いられたことが確認できる。
































                                                   
30 能勢朝次『能楽源流考』(岩波書店、1938 年)P6。 
31 上掲『能楽源流考』P8。 





































                                                   








This thesis examines "Ranryo-o" and "Bato," which have been handed down as Sangaku, a part 
of court banquet music in the Tang Dynasty of China, and as Bugaku, a part of Gagaku, after 
being introduced into Japan. 
In the Tang Dynasty of China, "Ranryo-o" and "Bato" were performed as court banquet music. 
They were entertaining and pleasurable music and dance with narrativity, differed from ancient 
music for ritual. 
On the other hand, "Ranryo-o" and "Bato" absorbed into Japanese Gagaku to be handed down 
as Bugaku have been developed their characteristics as the music for aristocratic banquet, while 
having the properties of the ceremonial music performed in rituals or Buddhist services in Japan 
from ancient times. 
This thesis examines how Chinese dance and music were introduced into Japan in and before 
the early medieval period in Japan and how they were adopted into Japanese aristocratic society 
and Buddhist rituals from the viewpoint of handing down of performing arts in both ancient Japan 
and China, focusing on "Ranryo-o" and "Bato" and adopting comparative viewpoint. 
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